
DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

講義
演習
実習
PBL
など

授業科目で何を目的に学修し、
どのような内容の理解を狙いと

するか。

授業での教育･学修を通じて学生
がどのような学修成果の達成を
目指し、何を到達目標とする
か。

学修の参考となる重要なキー
ワードなど

身体・心
理・栄養・
技術・戦術
に関する幅
広い教養を
身に付けて
いる。

スポーツお
よび健康を
自然現象の
原理原則を
実生活に応
用する立場
から科学的
に理解して
いる。

スポーツ・
体育・健康
に関する
データを収
集、分析し
て、スポー
ツ行動や健
康行動を科
学的に理解
し、問題解
決を図るこ
とができ
る。

スポーツ・
体育・健康
に関する知
識やスキル
を専門的か
つ合理的に
活用し、社
会貢献する
ために必要
なコミュニ
ケーション
能力や行動
力を身につ
けている。

高度なス
ポーツ技能
や多様なレ
ベルに対応
できる指導
方法を身に
付け、様々
な専門家と
協働してア
スリートの
支援ができ
る。

スポーツの
パフォーマ
ンスの向上
を目指しな
がら、アス
リートやス
ポーツ・運
動のエキス
パートとし
て求められ
る高い倫理
観や創造的
態度・論理
的思考力を
有し、グ
ローバルな
視点から活
躍できる。

T-EDU108 T 100 講義 4

「教育とは何か」に視点を置きなが
ら、教育の理念、思想、歴史等につ
いて基礎的な知識を網羅的に学修
する。

１．教育の理念や目的を理解してい
る。２．教育の歴史や思想を理解し
ている。３．学校教育や社会教育等
に関する基本的事項を理解でき
る。

教育の理念、教育の目的、教育の
思想、教育の歴史、学校制度、生
涯学習

○ 〇 ◎

T-EDU109 T 100 講義 2

教育相談を心理臨床学の視点から
とらえ、基本的な理論及びその実
際を学修するために、多くの事例を
取り上げる学修する。

実践的かつ理論的な対応法は、基
礎的・体系的な知識を欠くことが出
来ないので、心理臨床学に裏打ち
された教育相談の基本を体系的に
修得できる。

教育相談、こころの構造、いじめ、
アセスメント、カウンセリング、こころ
の病理、発達失調、登校拒否

〇 〇 ○ ◎

M-SWS101 M 100 講義 4

子どもや高齢者、障害のある人な
どすべての人たちの尊厳が守ら
れ、安心して生活できる地域や社
会の創造に向けて社会福祉の果た
す機能や役割など、基本的な知識
を学修する。

社会福祉の概念や定義を理解す
る。その上で、社会福祉の様々な
分野や関連す施策、制度、サービ
スについて理解を深めることができ
る。

社会福祉の概念、歴史的展開、権
利擁護、社会福祉の理論、社会政
策の基本的な視点、福祉サービス
の供給と利用の過程

〇 〇 〇 ◎

M-SWS222 M 200 講義 4

子どもや家庭を取りまく地域や社会
の現状を理解し、子どもが健やか
に育ち、その尊厳と権利が守られる
社会の実現に向けた子ども家庭福
祉の全体を学修する。

子どもや家庭を取り巻く社会環境
や、現代社会の子ども・子育て・子
育ちへの影響を理解できる。その
上で、子ども・家庭への支援や施
策、法制度などについて理解でき
る。

子どもの権利、子どもと家庭・地
域、子ども・子育て支援の諸施策、
児童虐待防止、社会的擁護、制度・
サービス

◎ ○

M-SOC311 M 300 講義 4

医療の社会的役割や影響力、また
その受容について、さまざまな角度
からクリティカルに考えていく。

医療社会論において論じられてい
る具体的事柄について考えるため
の方法とスキルを身につける。

医療社会論、健康と病の経験、病
人役割、感染症と社会的排除、優
生思想、専門家支配

◎ 〇

T-EDU110 T 100 講義 4

教育場面に関わる心理学として４
つの柱（発達、学習、測定・評価、
人格・臨床）を中心に学ぶ。教職必
修科目。

子どもや保護者の心理、学習や記
憶のしくみを理解し、どのように教
育評価を行ったり、生徒に接するべ
きかについて理解を深めることがで
きる。

生涯発達、学習・記憶、教育評価、
知能指数、発達障害、カウンセリン
グマインド

〇 ◎

T-PSY101 T 100 講義 4

乳幼児期から老年期のこころと身
体の発達、各時期で遭遇する問題
とそれらへの対処法を学ぶ。

人間発達の特殊性と、乳幼児期か
ら老年期の各段階ごとの発達課題
と生じやすい問題，病理の特徴を
理解できる。

生涯発達、家族関係、アタッチメン
ト、認知発達、発達障害、介護、虐
待

◎ ○

M-PSY207 M 200 講義 4

対人場面における人間の心理行動
を社会心理学の諸理論から学修す
る。

対人場面における人間の心理行動
を社会心理学的見地から理解する
とともに、社会心理学の諸理論に
対する理解を深めることができる。

思考力、知識の理解、専門知識、
基礎的学修、当該領域への関心、
批判的思考力、自律性

◎ ○

M-PSY202 M 200 講義 4

多様な社会場面における人間の心
理行動を社会心理学の諸理論から
学修する。

多様な社会場面における人間の心
理行動を社会心理学的見地から理
解するとともに、社会心理学の諸理
論に対する理解を深めることができ
る。

思考力、知識の理解、専門知識、
基礎的学修、当該領域への関心、
批判的思考力、自律性

◎ ○

M-SOC209 M 200 講義 4

スポーツを一つの文化として捉え、
それが近現代社会のなかでどのよ
うな歴史を経て人びとに受け容れら
れてきたかを理解し、そこから自分
の言葉で今後のスポーツのあり方
を考えていくことができるようにな
る。

近現代社会において、スポーツが
いつ頃からいかに受容されたの
か、その過程でどのような軋轢や抵
抗、また進歩や発展が示されたの
か、従来からある価値意識とどのよ
うに融合してスポーツが展開してき
たのかを理解し、それを踏まえて、
将来のスポーツのあり方を自分で
考えられるようになる。

スポーツ、遊び、祝祭。歴史、日本
近代史、日本現代史、社会史、近
代化。社会変動、社会構造、文化、
規範、価値意識。

○ ◎

3．キーワード

授業科目
区分

授業科目名
ナンバ
リング

社会心理学

スポーツの歴史と文化

人間社会学部　スポーツ科学科　専門教育分野　TLO：Target and Learning Outcomes

4．ディプロマポリシー

教育原理

教育相談

社会福祉概論

科目コード/
ナンバー

科目
種別

単位

1．科目の目的 2．科目の到達目標

学
科
間
共
通
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門
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目

教
育

福
祉

心
理

ス
ポ
ー

ツ

子ども家庭福祉

医療社会論

教育心理学

発達心理学

対人関係論



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

講義
演習
実習
PBL
など

授業科目で何を目的に学修し、
どのような内容の理解を狙いと

するか。

授業での教育･学修を通じて学生
がどのような学修成果の達成を
目指し、何を到達目標とする
か。

学修の参考となる重要なキー
ワードなど

身体・心
理・栄養・
技術・戦術
に関する幅
広い教養を
身に付けて
いる。

スポーツお
よび健康を
自然現象の
原理原則を
実生活に応
用する立場
から科学的
に理解して
いる。

スポーツ・
体育・健康
に関する
データを収
集、分析し
て、スポー
ツ行動や健
康行動を科
学的に理解
し、問題解
決を図るこ
とができ
る。

スポーツ・
体育・健康
に関する知
識やスキル
を専門的か
つ合理的に
活用し、社
会貢献する
ために必要
なコミュニ
ケーション
能力や行動
力を身につ
けている。

高度なス
ポーツ技能
や多様なレ
ベルに対応
できる指導
方法を身に
付け、様々
な専門家と
協働してア
スリートの
支援ができ
る。

スポーツの
パフォーマ
ンスの向上
を目指しな
がら、アス
リートやス
ポーツ・運
動のエキス
パートとし
て求められ
る高い倫理
観や創造的
態度・論理
的思考力を
有し、グ
ローバルな
視点から活
躍できる。
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リング

4．ディプロマポリシー

科目コード/
ナンバー

科目
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単位

1．科目の目的 2．科目の到達目標

M-HES112 M 100 講義 2

学校教育における体育・運動、競
技スポーツやレクリエーションとして
のスポーツ、健康・医療領域での運
動やスポーツ、および日常生活で
の運動行動などについて心理学的
観点から学修する。

スポーツの心理面への影響、運動
学習のメカニズム、運動による健康
の増進、競技者の心理などの理解
を通して、心理学的観点からスポー
ツをより深く理解できるようになる。

運動と知覚、運動の学習と指導、ス
ポーツと動機づけ、スポーツの社会
心理、運動行動の変容、競技心
理、メンタルトレーニング、スポーツ
臨床

◎ ◎ 〇 〇

M-HES240 M 200 講義 2

スポーツと発達、スポーツと「やる
気」、運動行動の促進、スポーツ選
手のバーンアウト、スポーツ傷害に
おける心理サポート、運動部活動
における不適応等、身体運動やス
ポーツと心理の関連について幅広
く取り上げて学修する

スポーツの心理学的な理解を通じ
て、スポーツの実践者として、ある
いは指導者として、より効果的にス
ポーツ活動を展開したり、支援する
ことができる素地をつくる。

運動学習、スポーツと発達、モチ
ベーション、運動による健康の増
進、心理サポート

〇 ◎ ◎ 〇

M-HES227 M 200 講義 2

国際スポーツ・アドミニストレーター
の育成に向けて、スポーツ・アドミニ
ストレーションの視点から基礎的な
知識について学修する。

スポーツ外傷とスポーツ障害の予
防法、指導者育成、イベントの企画
運営能力など、「スポーツ・アドミニ
ストレーション」に関する基本的な
知識について理解できる。

スポーツ・アドミニストレーション、国
際スポーツイベント、スポーツ医科
学、指導者

〇 〇 ◎ 〇

M-HES248 M 200 講義 2

スポーツ産業は用品、施設、スポー
ツクラブ、プロスポーツ、メディアな
ど多岐にわたる。スポーツ用品産
業（事業戦略、マーケティング、生
産、販売促進、営業（販売）活動）に
おける基本的な流れを学ぶ。さら
に、スポーツクラブ経営、スポーツ
マネジメント、スポーツメディア、ア
スリートのセカンドキャリア等につい
ても学ぶ。なお、本授業はミズノ株
式会社の各部門の担当者とスポー
ツビジネスに携わる関係者の事例
を踏まえた講義を行う。

スポーツ産業における基本的な流
れを学ぶことでスポーツの職業領
域を理解することができる。

CSR、開発、スポーツ施設、経営、
SDGｓ、アパレル、広報、プロモー
ション

〇 〇 ◎ 〇

M-HES347 M 300 講義 2

「スポーツ・アドミニストレーション入
門」、「English comprehensionⅡお
よびCommnunication Basic Ⅱ」で
得た知識を基に、「仮想イベント」を
実施することで、将来スポーツ・アド
ミニストレーターとなるべく学修す
る。

スポーツイベントを実施するための
基礎的知識・能力として、①スポー
ツイベントの理解、②イベントの
ニーズに即したイベントの企画と準
備を身につけ、さらにそれを実施し
た後に、適切に評価し改善すること
が出来るよう能力を身に着ける。

スポーツ・アドミニストレーター、ス
ポーツイベント、大学スポーツ振興
の推進事業、UNIVAS

〇 ◎ 〇 〇

M-HES247 M 200 講義 2

ウエルネスプログラムにより自己の
変革の方法を学修し、生活の質
（QOL）の向上を追求する。

１．ウエルネスの理論に基づき、科
学的な情報を適切に咀嚼し、望まし
い生き方、生活習慣に修正していく
積極的な姿勢を持つことができる。
２．身体に高い関心を持ち、より客
観的に自分の日常生活を評価（現
在の自分の状態に気づき）、見直し
ができる。
３．生涯スポーツとヘルスプロモー
ションについて学び、地域社会に貢
献できる能力を身につける。　
　 
  
  
  
 


ウェルネス、健康、よりよく生きる、
ウエイトコントロール、身体活動、休
養、ライフプランニング

◎ 〇 〇 ○

M-SOC320 M 300 講義 2

スポーツと地域の関係性を、振興と
地域づくりの観点から理解し、ス
ポーツによる地域づくりの種類と方
法、現状と課題を学ぶ。

地域とスポーツの関係が深まって
きた背景、その地域づくりの方法、
効果、課題を理解し、地域づくりに
ついて意見を持ち実際的な企画を
たてられる。

スポーツと地域の結びつき、スポー
ツイベント、スポーツとまちづくり、
地域のクラブとまちづくり

〇 ◎ 〇

スポーツ産業論

スポーツ・アドミニストレーション

ウェルネス＆スポーツ

コミュニティスポーツ論

学
科
間
共
通
専
門
科
目

ス
ポ
ー

ツ

スポーツ心理学Ⅰ

スポーツ心理学Ⅱ

スポーツ・アドミニストレーション入門
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M-HES358 M 300 講義 2

本講義では、多様な障がいを持つ
人たちによって行われているパラス
ポーツの実態について学ぶ。また、
障がい者のスポーツ活動に伴う
様々な問題点をスポーツの特性と
社会的な視点を絡めて考察する。
さらに複数のパラスポーツを実際に
体験することを通じて理解を深め、
障がいを持つ人のスポーツ活動を
指導、支援する資質を習得すること
を目的とする。
※担当教員は身体障害者のリハビ
リテーションセンターと精神科病院
の双方で、運動療法やレクリエー
ション指導の経験を持つ。その実務
経験で得た知見をもとに障害を持
つ人の多様性や実態を紹介
することで学生諸君の理解を深め
たい。

・様々な障がいの種類と、スポーツ
活動実践に伴う課題を理解する。
・パラスポーツに関わる問題を社会
的な視点から説明できる。
・障がいの特性に応じて考案された
スポーツのルールと、その基本的
な考え方を説明できる。
・パラスポーツの実践を通じ、障が
いを持つ人と共にスポーツを行なえ
る資質を養う。

障がい者スポーツ
ノーマライゼーション、多様性
パラスポーツ実習

〇 〇

M-OAR314 M 300 講義 2

学部の判断で様々な内容に関する
講義主題を選び、多様で幅広い観
点から学ぶ（15回相当の授業）。

講義主題について学んだことを理
解し、要点をまとめ、発信できる

主題別

◎ 〇 〇 〇

M-OAR315 M 300 講義 4

学部の判断で様々な内容に関する
講義主題を選び、多様で幅広い観
点から学ぶ（30回相当の授業）。

講義主題について学んだことを理
解し、要点をまとめ、発信できる

主題別

◎ 〇 〇 〇

M-EDU206 M 200 講義 2

教員免許状（保健体育科）取得を
目指す学生を対象とし、授業者およ
び学修者の両視点から実技授業を
作って、教えて、学ぶ。

次ができるようになる。指導イメー
ジを身に付ける。自己の指導上の
課題を発見する。自己の役割や責
任を果たし、グループで合意形成を
図りながら協力して進める。

保健体育教師、資質能力、よい指
導、グループワーク、アクティブラー
ニング

○ ○ ◎

M-EDU207 M 200 実習 2

実地活動を通じて学校現場や教師
の仕事の実際に触れ、自己の適性
や教職生としてこれから必要な学
び、身に付けなければならない課
題（知識・技術）等の理解と自覚を
促すとともに、履修者の教職に対す
るモチベーションを高めることを本
科目の目的とする。

１：児童生徒との関わりを通して、そ
の実態や課題を把握している。２：
年間を通して担当教員等の補助的
な役割を担うことで、学校現場の実
際を広く理解している。３：体験的な
活動を通して、教職への自己の適
性や今後必要な知識・技術等への
課題を自覚している。

・実践体験型の学修　　　　　・自己
適性への省察　　　　　・現代の子ど
も理解

◎ 〇 〇

M-EDU308 M 300 実習 2

学校現場での実地活動を経験し、
学習指導、生徒指導、学級経営等
の実際をより深く理解させる。あわ
せて教育実習に臨む意欲や態度を
培うとともに、教育実習実施までに
修得すべき知識・技能等の自己課
題を自覚させることを本科目の目
的とする。

１：学習指導に必要な基礎的知識・
技術等を実地に即して身に付けて
いる。２：適切な場面におけるICT機
器の活用などの実際を実地活動を
通して理解している。３：特別な配
慮を要する子どもへの指導等につ
いて、体験を通じて理解している。
４：学級担任の役割や職務内容等
を実地に即して理解している。

・実践体験型の学修　　　　　・教職
へのモチベ―ションの向上　　　　　　
　　　　　　　　・学校現場全般への基
礎的実践知の修得

◎ 〇 〇

M-EDU402 M 400 実習 2

大学で学んだ教科や教職に関する
専門的な知識・理論・技術等（教育
実習での成果・課題を含む）と実地
活動での体験を往還的に結び付
け、教員として必要とされる必要最
適限の力量を形成する。あわせ
て、大学卒業後、教員として遵守す
べき服務や学校実務を実態に即し
てより深く理解するとともに、積極
的に社会に参画する意欲・態度等
を培うことを本科目の目的とする。

１：教科に関する最新の知識や教
授方法等を修得し、学校現場での
活用法等について理解している。
２：教員の使命や役割、遵守すべき
法令等を深く理解している。３：専門
的職業人として積極的に社会に参
加する意欲や態度が身についてい
る。

・実践体験型の学修　　　　　　・学
校現場全般への応用的実践知の
修得　　　　　　　　　・学問知と実践
知の往還を通した確かな教員像の
確立

〇 〇 ◎

M-HES219 M 200 講義 2

「体育とは何か」および「スポーツと
は何か」という根本問題を、哲学的
立場から明らかにするための学修
を行う。

前半は体育の人間存在にとっての
本質的役割を、後半はスポーツの
「文化性」を理解し、多様な文化的・
社会的可能性、現代的問題点を把
握できる。

体育概念、関係性、重層性、超越
性、文化論、スポーツ構造論

◎ ○ ○ ○

M-HES220 M 200 講義 2

近代を中心に体育・スポーツ史上
の主要な出来事や人物を取り上げ
時代的、地域的な特徴を学修す
る。

歴史上の主要な出来事や人物につ
いて理解できる。それらを踏まえ、
現代の体育・スポーツの諸問題に
ついて考察できる。

国民国家、近代体育、学校体育、
近代スポーツ、戦時体制化の体育・
スポーツ

◎ ○ ○ ○
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DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6
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PBL
など

授業科目で何を目的に学修し、
どのような内容の理解を狙いと

するか。

授業での教育･学修を通じて学生
がどのような学修成果の達成を
目指し、何を到達目標とする
か。

学修の参考となる重要なキー
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身に付けて
いる。

スポーツお
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に関する
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ために必要
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ベルに対応
できる指導
方法を身に
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協働してア
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パフォーマ
ンスの向上
を目指しな
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リートやス
ポーツ・運
動のエキス
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視点から活
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1．科目の目的 2．科目の到達目標

M-HES213 M 200 講義 2

試合やトレーニングで活躍するため
に、専門家のオムニバスの講義か
ら技術や戦術・戦略を学修する。

様々な競技種目の①構造や現状
の理解②多角的な視点からの考察
③活躍するための知識や技術の習
得できる。

競技種目・オムニバス講義・技術・
戦術・戦略・構造・現状

○ ◎ ◎ ○

M-HES245 M 200 講義 2

現在の運動疫学及び国の健康づく
り施策、運動基準や運動指針につ
いて学んだ後運動による生理学的
変化と運動実施がもたらす身体組
成や生化学検査に及ぼす効果につ
いて学修する。

現在の運動疫学及び国の健康づく
り施策、運動基準や運動指針につ
いて学んだ後運動による生理学的
変化と運動実施がもたらす身体組
成や生化学検査に及ぼす効果につ
いて習得する。

生活習慣病、介護予防、健康づく
り、メタボリックシンドローム、肥満
症、高血圧、脂質異常症

○ ○ ○ ○

M-HES246 M 200 講義 2

生活習慣病予防と運動による生理
学的変化と運動実施がもたらす身
体組成や生化学検査に及ぼす効
果について解説する。また、運動実
施による内科的障害や外科的障害
の内容とその対処法について解説
する。

幅広い年代の健康づくりのための
運動の実践やハイリスク者を対象
とする安全な運動指導に関する幅
広い知識の理解。また、生化学検
査結果の見方理解できる。

糖尿病、ロコモーティブシンドロー
ム、健診結果の読み方、内科的障
害、外科的障害、虚血性心疾患、
運動器退行性疾患

○ ○ ○ ○

M-SPE309 M 300 実習 1

健康づくりのための運動に用いら
れる種目の理論に基づいたプログ
ラムの作成、指導技術を学修する。

幅広い年代の健康づくりに関わる
運動指導者にとって、運動や身体
活動に関する国の政策や理論だけ
でなく、高齢者やハイリスクアプ
ローチを対象とする安全な運動指
導のためには、生活習慣病の幅広
い知識が必要不可欠である。本実
習では、これらの基礎知識を習得
するとともに、運動指導の効果につ
いても学習する。これらの理論的な
背景に基づき、健康運動指導士と
して指導技術を実践できる能力を
養成する。

ウォーミングアップ、クーリングダウ
ン、ストレッチング、ウォーキング、
ジョギング、理論に基づいた運動プ
ログラムの作成

◎ ○ ○ ○

M-SPE218 M 200 実技 2

エアロビックダンスのクラスで行う
基本的な指導技術を学修し、指導
できるようにする。

健康体力づくり及びスポーツ能力
向上を、エアロビクス運動の理論を
実践的に理解する。エアロビックダ
ンスのコンディショニングとして用い
られているレジスタンストレーニン
グ（自重負荷）とストレッチングの名
称と動き方を理解し、正確に実演で
きるように運動技能を養成する。ま
た、実技指導の技術について学
び、指導力を身につける。

レジスタンストレーニング、ストレッ
チング、自ら手本をみせる、キュー
イング、指導技術

〇 〇 ◎

M-SPE308 M 300 実技 2

エアロビックダンスのクラスで行う
基本的な指導技術を学修し、指導
できるようにする。

健康体力づくり及びスポーツ能力
向上を、エアロビクス運動の理論を
実践的に理解する。エアロビックダ
ンスの基本的ステップ名称と動き方
を理解し、正確に実演できるように
運動技能を養成する。

エアロビックダンス、自ら手本をみ
せる、キューイング、指導技術

〇 〇 ◎

M-HES109 M 100 講義 2

健康の保持・増進、リハビリテー
ションおよび競技スポーツのための
トレーニングについて、その目的・
方法および効果を、運動トレーニン
グの科学的基礎にもとづいて学修
する。

健康の保持・増進、リハビリテー
ションおよび競技スポーツのための
トレーニングについて、その目的・
方法および効果を、運動トレーニン
グの科学的基礎にもとづいて説明
できる。

運動、スポーツ、トレーニング、健
康、運動プログラム

◎ 〇 〇

M-HES236 M 200 講義 2

健康の保持・増進、リハビリテー
ションおよび競技スポーツのための
トレーニングについて、トレーニング
効果を高めるためのコンデイショニ
ングおよびトレーニングに関係する
最近のトピックを理解する。また、
安全性と効率性をもった適正なト
レーニングの選択や運動プログラ
ムについて学修する。

健康の保持・増進、リハビリテー
ションおよび競技スポーツのための
トレーニングについて、トレーニング
効果を高めるためのコンデイショニ
ングおよびトレーニングに関係する
最近のトピックを説明できる。また、
安全性と効率性をもった適正なト
レーニングの選択や運動プログラ
ムについても説明できる。

運動、スポーツ、トレーニング、健
康、運動プログラム

◎ 〇 〇

M-HES110 M 100 講義 2

ヒトの筋骨格系、脳神経系、呼吸循
環系の形態や構造を学び、正常な
人体の構造について学修する。

筋骨格系、脳神経系、呼吸循環系
に関する人体の基本的な構造につ
いて説明できる。

人体の構造・形態、筋肉、骨、脳と
神経、肺、心臓と血管系

◎ ◎ 〇
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M-HES111 M 100 講義 2

ヒトの細胞や組織、筋や脳神経等
の各器官の役割や機能を学び、健
康な人体の生理機能について学修
する。

細胞や組織、筋や脳神経等の各器
官に関する人体の基本的な生理機
能について説明できる。

人体の機能・役割、細胞、ホメオス
タシス、代謝、神経と筋、感覚、呼
吸循環、消化吸収

◎ ◎ 〇

M-HES223 M 200 講義 2

心理スキルトレーニングの方法に
ついて、学術的背景や基礎的用法
の知識や理解を深めるための学修
をする。

メンタルトレーニングの必要性や実
際のメンタルトレーニングの展開、
具体的な心理的スキルトレーニン
グの技法について理解できる。

競技力の向上、メンタルトレーニン
グの技法の基礎、メンタルトレーニ
ングの展開

◎ ◎ 〇 〇

M-HES243 M 200 講義 2

スポーツ選手のトレーニング指導に
必要な理論や実践的な方法につい
ての基本的事項を理解することを
目的とします。

履修者はスポーツパフォーマンスを
向上させるための基本的な運動プ
ログラムについて理解し、その作成
ができるようになる

ウェイトトレーニング、筋力、スピー
ド、パワー、可動域、持久力

◎ 〇 〇

M-HES244 M 200 講義 2

スポーツトレーニング論Ⅰで学んだ
基礎を発展させ、各種競技スポー
ツにおける特性を考慮して、競技ス
ポーツパフォーマンスを向上させる
ために必要な専門的なトレーニング
方法の理論と実践的な進め方を学
びます。

履修者は各種競技スポーツ種目に
おける体力の特性や年齢特性につ
いて理解し、その競技や年齢に応
じたトレーニングプログラムを作成
できるようになる。

競技特性、ピーキング、ジュニア、
アスレティックトレーニング

◎ 〇 ◎

M-HES334 M 300 演習 2

心理スキルのエクササイズやグ
ループワークの実践を通じて、体験
的にメンタルトレーニングへの理解
を深め、実践力を付けるための学
修を行う。

競技者としてメンタルトレーニングを
実践できるようになる。また、指導
者として選手の心理的な課題に応
じたメンタルトレーニングを指導でき
る。

心理スキルトレーニング、メンタルト
レーニングプログラムの立案と実
施、実践報告

〇 〇 ◎ ◎

M-HES354 M 300 講義 2

目的に応じたコンディショニングプ
ログラムを作成、実践することを通
じて、指導に必要な実践能力を養
成するための学修をする。

・基本的なエクササイズの指導がで
きる。
・各目的に対応したプログラムを作
成できる。

プログラムデザイン、エクササイズ
の実践、エクササイズの指導、競技
特性、測定評価

〇 〇 〇 ◎

M-HES304 M 300 講義 4

社会や環境とヒトの健康の保持増
進との関わりについて学修する。

身近な環境問題と健康、生活習慣
病や高齢者問題、人口問題と医療
費、学校や地域、職域における健
康づくりの現状について理解でき
る。

健康、環境、社会、人口、医療、保
健

〇 ◎

M-HES357 M 300 講義 2

健康管理に関する基盤的・基礎的
な理論・方法等を修得し、実践的活
用に資する能力を培う。

・健康概念、ヘルスプロモーション、
健康づくり施策等、健康管理の基
盤的理論・枠組みについて学修す
る。
・栄養、運動、生活習慣病等、健康
管理に必要な基礎的内容・方法に
ついて学修する。
・健康管理の基盤的・基礎的な学
修を踏まえ、地域・学域・職域での
健康管理の実践的活用に資する能
力を培う。

健康概念、ヘルスプロモーション、
健康づくり、健康成立要件、危険因
子

◎ 〇

M-HES326 M 300 講義 2

スポーツを通じた国際競技力の向
上，健康増進や国際交流の拡充，
地域・経済の活性化等について学
ぶ。

スポーツ政策の科学的研究及び提
言等について、重要な論点を考察
し、各自の意見を述べることができ
る。

スポーツ振興政策、競技スポーツと
国際競技力向上、海外のスポーツ
政策、事故とリスクマネジメント

〇 ◎ 〇 〇

M-SPE302 M 300 実習 1

高齢者の体力測定と評価、介護予
防・運動や生活習慣病の適切な運
動療法を学ぶ。

高齢者やハイリスク者を対象とした
安全で効果的な運動指導の補助が
できる。

高齢者、ハイリスク者、介護予防、
生活習慣病、運動療法、高齢者の
体力測定と評価、介護予防に関す
る体力測定と評価

◎ 〇 ◎ 〇

M-HES353 M 300 実習 2

運動を安全かつ効果的に行うため
に、運動実施による生理学的変化
と運動実施による身体組成や生化
学検査への影響を学習する。

実習を通して運動による生態学的
変化について理解し、実践に活用
できる。

スポーツ、医学、運動負荷試験、救
急蘇生、外科的処置

◎ ◎ 〇 〇

ス
ポ
ー

ツ
科
学
科
別
専
門
科
目

生理学

ス
ポ
ー

ツ
理
論
専
門
科
目

衛生・公衆衛生学

健康管理論

スポーツ政策

健康運動実習Ⅱ

応用スポーツ医学Ⅱ（含実習）

メンタルトレーニング論

スポーツトレーニング論Ⅰ

スポーツトレーニング論Ⅱ

メンタルトレーニング演習

コンディショニング演習



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

講義
演習
実習
PBL
など

授業科目で何を目的に学修し、
どのような内容の理解を狙いと

するか。

授業での教育･学修を通じて学生
がどのような学修成果の達成を
目指し、何を到達目標とする
か。

学修の参考となる重要なキー
ワードなど

身体・心
理・栄養・
技術・戦術
に関する幅
広い教養を
身に付けて
いる。

スポーツお
よび健康を
自然現象の
原理原則を
実生活に応
用する立場
から科学的
に理解して
いる。

スポーツ・
体育・健康
に関する
データを収
集、分析し
て、スポー
ツ行動や健
康行動を科
学的に理解
し、問題解
決を図るこ
とができ
る。

スポーツ・
体育・健康
に関する知
識やスキル
を専門的か
つ合理的に
活用し、社
会貢献する
ために必要
なコミュニ
ケーション
能力や行動
力を身につ
けている。

高度なス
ポーツ技能
や多様なレ
ベルに対応
できる指導
方法を身に
付け、様々
な専門家と
協働してア
スリートの
支援ができ
る。

スポーツの
パフォーマ
ンスの向上
を目指しな
がら、アス
リートやス
ポーツ・運
動のエキス
パートとし
て求められ
る高い倫理
観や創造的
態度・論理
的思考力を
有し、グ
ローバルな
視点から活
躍できる。

3．キーワード

授業科目
区分

授業科目名
ナンバ
リング

4．ディプロマポリシー

科目コード/
ナンバー

科目
種別

単位

1．科目の目的 2．科目の到達目標

M-SPE402 M 400 実技 2

エアロビクスのクラスで行う基本的
な指導技術を学習し、指導できるよ
うにする。

エアロビックダンスやコンディショニ
ングトレーニングの動きを洗練し、
かつわかりやすく指導できる。

エアロビックダンス、レジスタンスト
レーニング、ストレッチング、自ら手
本をみせる、キューイング、指導技
術の向上

〇 ◎ 〇 ◎

M-HES238 M 200 講義 2

健康行動、心身相関現象、ストレス
マネージメント、ライフスタイルおよ
びパーソナリティ特性と健康との関
連を学修する。

自らの健康を向上させることができ
るようになり、さらに家庭、地域、学
校、職場の健康増進に貢献できる
能力や態度を養うことができる。

健康行動、心身相関現象、ストレス
マネージメント、ライフスタイル、
パーソナリティ特性

◎ 〇 ◎ 〇

M-HES237 M 200 講義 2

日本人の健康と栄養状態の歴史を
振り返りながら、栄養や食生活と健
康の関わりについて学修する。加
えて正しく栄養情報を使える能力
「健康栄養リテラシー」について学
ぶ。さらに、栄養素、食品、料理な
どの基本的な知識、健康的な食生
活を行うための具体的な食事法、
サプリメントの扱い方などを学んだ
うえで、自分自身の食生活を振り返
る。

１）ヒトの健康と食生活が深く関わっ
ていることを理解し、食に関わる適
切な情報を正しく選択・利用でき
る。
２）栄養素、食品、料理などの基礎
的な知識を修得し、健康を考えた
適切な量、栄養バランス、食べ方を
理解し、実践できる。
３）自分自身の食生活を評価でき
る。

食生活と健康、健康栄養リテラ
シー、保健機能食・サプリメント、栄
養アセスメント

〇 ◎ ◎

M-HES349 M 300 講義 2

幅広い側面から「食」を捉え、健康
との関係を探り、学びを深める。食
文化やおいしさ、環境と食生活、生
産・流通・消費、食の安全・安心、青
少年から高齢者までのライフステー
ジごとの食事・栄養の問題、そし
て、未来の食など、食をとりまく様々
な事柄について広く学び、健康に生
きることの大切さを理解する。

１）私たちの食生活や健康は、文
化、社会、環境との関わりが深く、
多くの人々や法律、規則、システム
のうえに成り立っていることを理解
し、日々の食事を大切に考え、実践
できる。
２）ライフステージに応じた栄養上
の問題点を理解し、健康維持のた
めの適切な食生活を実践できる。

食文化、食と環境、生産・流通・加
工・消費、安全・安心、ライフステー
ジ別栄養マネジメント

〇 ◎ ◎

M-ENG302 M 300 講義 4

スポーツと言う世界共通のエンター
テイメントプログラムを教材にして
親しみやすく分かり易い英語学習
をする。

スポーツ関連の英文の読解、発話
の練習、映像・音声等を教材にし
て、海外で活躍することを目指す選
手が身につけておくべき英語力を
涵養できる。

スポーツ英語、英文読解、発話、内
容についての議論

◎ ○

M-HES306 M 300 講義 4

教員免許状（保健体育科）取得を
目指す学生の必修科目であり、学
校保健活動に関する基礎的事項や
マネジメントなどについて学ぶ。

内容理解、関連資料の活用、グ
ループワークでの発言や進行、教
育実習等や実際の学校現場におい
て、理解したことを活用できるレディ
ネスを身につける。

学校保健、保健体育教師、資質能
力、健康教育、理論と実践

◎ 〇

M-HES332 M 300 講義 2

スポーツ固有法およびスポーツ国
際法のスポーツ法の体系に則しな
がら、スポーツ法に関する各種関
係を学修する。

社会制度の基礎となっているス
ポーツ法の基礎知識を習得、ス
ポーツに関する諸事象、諸課題を
法的側面から理解できる。

スポーツ法、法的責任、スポーツ基
本法、紛争解決制度、スポーツ国
際法

◎ 〇 〇

M-HES325 M 300 講義 2

「スポーツとは何か」「スポーツの光
と影」「スポーツの真実」を学修す
る。

マスコミを目指す者だけでなく、ス
ポーツに関わる指導者、教職、商
社、公務員などを志す者が、スポー
ツの魅力を伝えられる実践的理解
を身につける。

現場で起きた具体例、指導者の暴
力、パワーハラスメント

◎ 〇 〇

M-HES322 M 300 講義 2

公共・民間両スポーツ施設に着目
し、スポーツ施設での経営・管理の
現状を把握し、効果的・効率的なな
スポーツ施設の経営・管理のあり
方等について学修する。

スポーツ施設の基本的な構造や現
状を理解し、スポーツ施設における
現状や課題を様々な観点から捉
え、考察できる。スポーツ施設を経
営・管理できうる知識や技術を得
る。。

スポーツ施設、みるスポーツ、する
スポーツ、ささえるスポーツ、スポー
ツビジネスの特徴、運営

〇 〇 ◎

ス
ポ
ー

ツ
科
学
科
別
専
門
科
目

ス
ポ
ー

ツ
理
論
専
門
科
目

学校保健

スポーツ法学

スポーツジャーナリズム

スポーツ経営学

エアロビクスⅢ

健康心理学

健康栄養学Ⅰ

健康栄養学Ⅱ

実践スポーツ英語



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

講義
演習
実習
PBL
など

授業科目で何を目的に学修し、
どのような内容の理解を狙いと

するか。

授業での教育･学修を通じて学生
がどのような学修成果の達成を
目指し、何を到達目標とする
か。

学修の参考となる重要なキー
ワードなど

身体・心
理・栄養・
技術・戦術
に関する幅
広い教養を
身に付けて
いる。

スポーツお
よび健康を
自然現象の
原理原則を
実生活に応
用する立場
から科学的
に理解して
いる。

スポーツ・
体育・健康
に関する
データを収
集、分析し
て、スポー
ツ行動や健
康行動を科
学的に理解
し、問題解
決を図るこ
とができ
る。

スポーツ・
体育・健康
に関する知
識やスキル
を専門的か
つ合理的に
活用し、社
会貢献する
ために必要
なコミュニ
ケーション
能力や行動
力を身につ
けている。

高度なス
ポーツ技能
や多様なレ
ベルに対応
できる指導
方法を身に
付け、様々
な専門家と
協働してア
スリートの
支援ができ
る。

スポーツの
パフォーマ
ンスの向上
を目指しな
がら、アス
リートやス
ポーツ・運
動のエキス
パートとし
て求められ
る高い倫理
観や創造的
態度・論理
的思考力を
有し、グ
ローバルな
視点から活
躍できる。

3．キーワード

授業科目
区分

授業科目名
ナンバ
リング

4．ディプロマポリシー

科目コード/
ナンバー

科目
種別

単位

1．科目の目的 2．科目の到達目標

M 300 講義 2

スポーツ外傷・傷害の、定義、分
類、傷害発生のメカニズムやその
診断、予防の理論的な背景や考え
方を説明し、傷害のバイオメカニク
スと修復のメカニズム等を学修す
る。

スポーツや運動を外傷や傷害を起
こさず安全に行うために必要なス
ポーツ外傷・傷害の予防、救急処
置および傷害からの回復のための
リハビリテーションに関する基礎知
識を概ね説明できる。

スポーツ外傷・傷害の定義・分類、
発生のメカニズム、競技特性の関
連

〇 ◎ 〇 ◎

M-HES302 M 300 講義 2

傷害を負った選手がスポーツ活動
に復帰するために必要な取り組み
であるアスレティックリハビリテー
ションについての学修をする。

スポーツ活動中に発生する主な傷
害について理解できるとともに、そ
の傷害から復帰するために必要な
治療やアスレティックリハビリテー
ションについて理解できる。

アスリハの歴史、機能解剖、障害の
発生機序、身体各部位の特性、運
動特性、段階的リハビリプログラム

◎ 〇

M-HES301 M 300 演習 2

スポーツ選手が受傷後に行うアス
レティックリハビリテーションについ
ての知識と技能について学習する
とともにその実践を行う。

安全で効率的なスポーツ復帰を支
援できるように傷害の回復状態を
評価するための手法を実践するこ
と、及び回復段階に応じた適切な
負荷の運動を処方できる能力を身
につけることができる。

筋肉の触診、骨の触診、関節可動
域、整形外科的テスト、筋力、運動
特性、バランス

◎ ◎ 〇

M-HES327 M 300 実習 2

スポーツ活動に伴う呼吸器、循環
器、筋、脳および脊髄神経活動等
の変化を実際に測定するための学
修を行う。

運動中の人体の生理学的応答を
測定して解析し、得られた結果に考
察を加えてレポートできる。

呼吸、循環、筋、脳、脊髄神経、運
動中の生理学的応答

◎ ◎ 〇 〇

M-HES314 M 300 演習 2

選手との関係においてリーダーシッ
プを発揮し、良好なチームビルディ
ングを行い、モチベーションを高
め、効果的な選手育成を行うため
のコーチング理論について学ぶ。

効果的なコーチングを可能にする、
コミュニケーション、競技特性、パ
フォーマンスの構造と発達過程、ト
レーニング、コンディショニングなど
を理解する。

サッカーコーチング、コミュニケー
ション、競技特性、パフォーマンス、
トレーニング、コンディショニング

〇 〇 ◎ 〇

M-HES315 M 300 演習 2

選手との関係においてリーダーシッ
プを発揮し、効果的な選手育成を
行うために、サッカーコーチングの
具体的な事例とともに実践につい
て学ぶ。

効果的なサッカーコーチングについ
て、具体的な事例の理解をもとに、
自身のサッカーコーチングを計画し
実践できる。

サッカーコーチング、コミュニケー
ション、競技特性、パフォーマンス、
トレーニング、コンディショニング

〇 〇 ◎ 〇

M-HES311 M 300 演習 2

選手との関係においてリーダーシッ
プを発揮し、モチベーションを高め、
効果的な選手育成を行うための
コーチング理論について学ぶ。

効果的なコーチングを可能にする、
コミュニケーション、競技特性、パ
フォーマンスの構造と発達過程、ト
レーニング、コンディショニングなど
を理解する。

ゴルフコーチング、コミュニケーショ
ン、競技特性、パフォーマンス、ト
レーニング、コンディショニング

〇 〇 ◎ 〇

M-HES312 M 300 演習 2

選手との関係においてリーダーシッ
プを発揮し、効果的な選手育成を
行うためのゴルフコーチングについ
て具体的な事例とともに実践につ
いて学ぶ。

効果的なゴルフコーチングについ
て、具体的な事例の理解をもとに、
自身のゴルフコーチングを計画し実
践できる。

ゴルフコーチング、コミュニケーショ
ン、競技特性、パフォーマンス、ト
レーニング、コンディショニング

〇 〇 ◎ 〇

M-HES355 M 300 講義 2

スポーツコーチングとは、パフォー
マンスの向上や勝利等の成果を目
指している選手（生徒）およびチー
ムを支援する指導者の活動の総称
である。本講義では、スポーツの競
技活動の一連のプロセスでコーチ
に求められる課題や知識を提示
し、活動の様々な局面におけるコー
チの役割と指導方法について学
ぶ。受講生には、自身のスポーツ
種目のパフォーマンスの構造を分
析し、さらに目標設定や練習方法、
練習計画策定のためのワークシー
トの作成を求める。

・競技特性をスポーツパフォーマン
スの構造と発達過程から説明でき
る 
・発達段階に応じたコーチングの要
点を理解する
・スポーツ活動の一連の過程にお
けるコーチングの内容と、その対処
方法を理解できる。

競技力の構造
発達段階に応じた指導
目標設定
トレーニング手段と方法
技術・戦術のコーチング
競技場面でのコーチング

〇 ◎ 〇

ス
ポ
ー

ツ
科
学
科
別
専
門
科
目

ス
ポ
ー

ツ
理
論
専
門
科
目

アスレティックリハビリテーション論

アスレティックリハビリテーション演習

スポーツ生理学実習

サッカーコーチング演習Ⅰ

ゴルフコーチング演習Ⅰ

ゴルフコーチング演習Ⅱ

スポーツコーチング論

スポーツ外傷・障害

サッカーコーチング演習Ⅱ



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

講義
演習
実習
PBL
など

授業科目で何を目的に学修し、
どのような内容の理解を狙いと

するか。

授業での教育･学修を通じて学生
がどのような学修成果の達成を
目指し、何を到達目標とする
か。

学修の参考となる重要なキー
ワードなど

身体・心
理・栄養・
技術・戦術
に関する幅
広い教養を
身に付けて
いる。

スポーツお
よび健康を
自然現象の
原理原則を
実生活に応
用する立場
から科学的
に理解して
いる。

スポーツ・
体育・健康
に関する
データを収
集、分析し
て、スポー
ツ行動や健
康行動を科
学的に理解
し、問題解
決を図るこ
とができ
る。

スポーツ・
体育・健康
に関する知
識やスキル
を専門的か
つ合理的に
活用し、社
会貢献する
ために必要
なコミュニ
ケーション
能力や行動
力を身につ
けている。

高度なス
ポーツ技能
や多様なレ
ベルに対応
できる指導
方法を身に
付け、様々
な専門家と
協働してア
スリートの
支援ができ
る。

スポーツの
パフォーマ
ンスの向上
を目指しな
がら、アス
リートやス
ポーツ・運
動のエキス
パートとし
て求められ
る高い倫理
観や創造的
態度・論理
的思考力を
有し、グ
ローバルな
視点から活
躍できる。

3．キーワード

授業科目
区分

授業科目名
ナンバ
リング

4．ディプロマポリシー

科目コード/
ナンバー

科目
種別

単位

1．科目の目的 2．科目の到達目標

M-HES356 M 300 講義 2

本講義ではスポーツ指導者に必要
な適性と能力（思考・態度・知識・技
能）を総括的に学ぶ。 受講生は、
自分自身のプレイヤーとしてのス
ポーツや競技に対する考え方や
コーチとの関係性について内省
し、指導者となるためにどのような
知識や考え方が必要であるのかを
考察する。さらには指導者として身
につけるべき態度や行動、モラル
について理解を促す。

・スポーツの本質的な特性を説明で
きる
・ハラスメントなどの倫理的な問題
と、その発生の背景を説明できる
・自身のスポーツに対する欲求や
価値観を説明することができる。
・選手の意欲や能力に応じたリー
ダーシップスタイルの違いを説明で
きる。 
・相互理解を深め、建設的な関係を
生み出すコミュニケーションスキル
の要諦を理解する。

スポーツの本質
コーチングの哲学
リーダーシップのスタイル
コミュニケーションスキル

〇 〇 ◎

M-HES408 M 400 実習 3

健康運動指導士としての職務や職
業人として大切なホスピタタリティー
を学ぶ。

健康産業施設等現場実習前（事
前）、実習中（実施中）、実習後（事
後）において必要な準備と実践を行
う。現場実習を通じて、運動と健康
づくりの重要性や運動に関わる指
導者としての役割、授業で学んだ
基礎知識が現場でどのように活か
されているのかを体験する。また、
運動指導者として必要な基礎力、
応用力について理解する。また、本
授業は健康づくりの現場等での実
務経験を持つ教員がその経験を活
かし、健康づくりの中で健康運動指
導士に求められる実践的、具体的
な役割、知識、スキルを学ぶことが
できる。

健康運動指導士、インターンシッ
プ、マナー、ホスピタリティ、外部施
設、体験

○ ◎ ○ ◎

M-SPE217 M 200 実技 1

様々な陸上競技の種目を実際に行
い、その特性、ルールを学習する。

陸上競技の各種目のコツをつか
み、一定の水準の記録に到達す
る。また、安全に競技を遂行し、サ
ポートする能力を身につける　こと
ができる。

100ｍ走、走高跳、ハードル、リレー

○ ◎ ○

M-SPE206 M 200 実技 1

個人の技術練習を中心に、そこで
習得した技術を試合の中で発揮で
きるようにする学習を行う。

個人技術を向上させるとともに、
チームスポーツとしてのサッカーの
技術や戦術を習得できる。

サッカー技術・戦術・戦略・チームス
ポーツ・試合

◎ 〇 〇 〇

M-SPE207 M 200 実技 1

個人から、グループ戦術へと発展さ
せ、グループでの攻撃と守備を学
ぶ。

攻撃で数的優位を作りゴールを奪
い、守備は相手にスペースを与え
ずボールを奪えるようになる。

サッカー・個人技術・グループ戦術・
攻撃・守備・戦略

◎ 〇 〇 〇

M-SPE211 M 200 実技 1

教育現場でダンスの授業を指導で
きるように、いろいろなジャンルに
合わせたダンスの基礎、表現方法
を学ぶ。

教育現場で体育の指導者として生
徒の前で踊って見せられるくらいま
での基礎的技術を体得できる。

リラクゼーション、リズム練習、ス
テップ、身体表現、動きのバリエー
ション、創作ダンス

◎

M-SPE204 M 200 実技 1

マット、鉄棒、とび箱の各運動の基
本的な技の習得を目指し、段階的
指導方法や練習方法を理解し、実
践するための学習を行う。

運動構造を理解・実践し、指導でき
る域に達することが必要である。同
時に、授業の進め方、展開方法を
も習得できる。

マット運動、鉄棒、跳び箱、　　　　　　
　　回転感覚、空間認知能力、逆さ
感覚、巧緻性、身体認識力

○ ○ ◎ ○

M-SPE213 M 200 実技 1

バスケットボールの技術構造や
ルールを理解し、集団的技能や個
人的技能を獲得し、基礎的なゲー
ム展開の方法を実習する。

技術の構造とルールの理解、集団
技能や個人技能の実践、ファンダメ
ンタルの実践と理解、ボールゲー
ム、チームスポーツの理解ができ
る。

チームスポーツ、ボールゲーム、技
術構造、ルール、個人戦術、集団
戦術

◎ 〇 〇 〇

M-SPE214 M 200 実技 1

個人の基本的技能を身につける。
ルールの理解、協調性を養う、バ
レーボールの特性や楽しさを体験
するための学修を行う。

生涯スポーツの基盤づくり、スポー
ツの意義の認識、目標や課題の設
定、ルールの理解およびゲーム方
法の工夫、スポーツの楽しさを体得
し、基本的技術の獲得できる。

バレーボールの特性・楽しさ、技
能、ルール、ゲームの工夫、生涯ス
ポーツ

◎ 〇 〇 〇
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ツ
理
論
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門
科
目

スポーツ科学実習：器械体操

スポーツ指導論

健康産業施設等現場実習

スポーツ科学実習：陸上競技

スポーツ科学実習：サッカー初級

スポーツ科学実習：サッカー中級

スポーツ科学実習：ダンス

スポーツ科学実習：バスケットボール

スポーツ科学実習：バレーボール



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

講義
演習
実習
PBL
など

授業科目で何を目的に学修し、
どのような内容の理解を狙いと

するか。

授業での教育･学修を通じて学生
がどのような学修成果の達成を
目指し、何を到達目標とする
か。

学修の参考となる重要なキー
ワードなど

身体・心
理・栄養・
技術・戦術
に関する幅
広い教養を
身に付けて
いる。

スポーツお
よび健康を
自然現象の
原理原則を
実生活に応
用する立場
から科学的
に理解して
いる。

スポーツ・
体育・健康
に関する
データを収
集、分析し
て、スポー
ツ行動や健
康行動を科
学的に理解
し、問題解
決を図るこ
とができ
る。

スポーツ・
体育・健康
に関する知
識やスキル
を専門的か
つ合理的に
活用し、社
会貢献する
ために必要
なコミュニ
ケーション
能力や行動
力を身につ
けている。

高度なス
ポーツ技能
や多様なレ
ベルに対応
できる指導
方法を身に
付け、様々
な専門家と
協働してア
スリートの
支援ができ
る。

スポーツの
パフォーマ
ンスの向上
を目指しな
がら、アス
リートやス
ポーツ・運
動のエキス
パートとし
て求められ
る高い倫理
観や創造的
態度・論理
的思考力を
有し、グ
ローバルな
視点から活
躍できる。

3．キーワード

授業科目
区分

授業科目名
ナンバ
リング

4．ディプロマポリシー

科目コード/
ナンバー

科目
種別

単位

1．科目の目的 2．科目の到達目標

M-SPE210 M 200 実技 1

投・打・走・捕など、基本的な技術や
戦術について学修をする。

基本的な技術や戦術を学び、それ
らを習得する練習の具体的な方法
論を学習して実践できるようにす
る。

技術・精神・判断・攻撃・戦略・知識

◎ 〇 〇 〇

M-SPE205 M 200 実技 1

ゴルフというスポーツの技術的な側
面を基本から学ぶとともに、プレー
をするうえでのマナーに関しても、
指導する。

ショットやパッティングなど、多岐に
わたるゴルフの基本を習得し、実際
にゴルフコースでプレーできるまで
のレベルの獲得を目指す。

エチケット、ゴルフクラブ、ショット、
パッティング

○ ◎ ○

M-SPE208 M 200 実技 1

初めて柔道を学ぶ中・高校生に対
する、受け身、組み方、体さばきな
どの指導法を修得するための学習
をする。

初めて柔道を学ぶ中・高校生に対
して、安全に効果的に指導すること
ができるようになる。

柔道衣の着方、礼法、受け身、組
み方、体さばき、投げ技

○ ◎ ○

M-SPE209 M 200 実技 1

練習方法及び指導法の習得、泳力
の向上、指導能力の獲得。また健
康・体力づくり、生涯スポーツとの
関連を学ぶ。

４泳法の推進メカニズムの理解、泳
法の習得、100m個人メドレー完泳、
指導法と実践的な指導能力の獲
得、水の特性の理解、水中での自
己保全能力、完全管理能力を養
う。

４泳法とその泳力、指導法と指導
力、水の特性、水の安全、生涯ス
ポーツ

○ ◎ ○

M-SPE216 M 200 実技 1

お互いが気を遣い、「楽しむスポー
ツ」というよりも「競技スポーツ」とし
ての学習を行う。

ゲームに勝ったり技術が上手いと
いうことよりも、チームメイトだけで
はなく対戦相手への思いやりや助
け合う心を養う。

心・技・体、公徳心

◎ 〇 〇 〇

M-SPE212 M 200 実技 1

On Courtの授業ではストローク・ボ
レー・スマッシュ・サーブなどの基本
的なショットの打ち方を学ぶ。講義
では、テニス用語、スコアーの数え
方、シングルス・ダブルスの試合方
法、テニスコートにおけるマナー、
テニス観戦のマナーなどを学修す
る。

簡単なダブルスができる程度のテ
ニス技術を身につけ、テニスの
ルール、マナー、テニス界の現状・
歴史を学び、テニスを通しての外交
ができ、またテニスの会話が弾む
知識を得ることができる。

基本的なショットの打ち方,シングル
ス・ダブルスの試合方法、テニス
コートにおけるマナー、テニス観戦
のマナー

○ ◎ ○

M-SPE303 M 300 実技 1

実際にゴルフコースでプレーできる
レベルから、さらに発展してコース
でのレベルアップを図ることを目的
とする。単にプレーするのではなく、
よりよいスコアを念頭に置いた指導
をする。

ショットやパットの基本から、実際に
コースで起こり得る状況にいかに対
処するべきかを想定して練習する。

ショット、ミドルアイアン、ロングアイ
アン、ユーティリティー、フェアウエ
イウッド、ショートゲーム

○ ◎ ○

M-SPE304 M 300 実技 1

柔道初級を発展させて、より効果的
な技の連絡変化などを学ばせ、そ
の指導法を身につけるための学習
を行う。

柔道初級を発展させて、さらにレベ
ルの高い技術を習得し、それが指
導できるようになる。

受け身、組み方、体さばき、投げ
技、固め技、押さえ技、締め技

○ ◎ ○

M-SPE306 M 300 実技 1

「野球初級」での学修を基礎に、お
互いが気を遣い、「楽しむスポーツ」
というよりも「競技スポーツ」として
一段と高いレベルに達するための
学修を行う。

上級者としてのレベルで、ゲームの
勝敗や技術の巧拙だけでなく、チー
ムメイトはもちろん対戦相手に対し
ても思いやりや助け合う心をさらに
充実させる。

心・技・体、公徳心

◎ 〇 〇 〇

M-SPE305 M 300 実技 1

上級の授業では、ストロークやボ
レー等の技術に磨きを掛けるととも
に、シングルスやダブルスの戦法を
学ぶ。また、アイフォーメーション、
タイブレークシステムなどの専門用
語の理解を深め、実際にコートで実
習する。

生涯スポーツとして継続できる程度
に技術を上げる。シングルス、ダブ
ルスの試合方法を習得し、トーナメ
ントを開催する。テニスを通して自
分を律することを学ぶとともに、歴
史、ルール、マナー等、テニスを語
ることのできる知識を身につける。

コースの打ち分け、トップスピン回
転とスライス回転、スライスと同じ
フォームからのドロップショット、ド
ロップボレー、ドライブボレー、ダブ
ルスのポーチの練習

○ ◎ ○
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スポーツ科学実習：野球上級

スポーツ科学実習：テニス上級

スポーツ科学実習：水泳

スポーツ科学実習：野球初級

スポーツ科学実習：テニス初級

スポーツ科学実習：ゴルフ上級

スポーツ科学実習：柔道上級

スポーツ科学実習：ソフトボール

スポーツ科学実習：ゴルフ初級

スポーツ科学実習：柔道初級
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実習
PBL
など

授業科目で何を目的に学修し、
どのような内容の理解を狙いと

するか。

授業での教育･学修を通じて学生
がどのような学修成果の達成を
目指し、何を到達目標とする
か。

学修の参考となる重要なキー
ワードなど

身体・心
理・栄養・
技術・戦術
に関する幅
広い教養を
身に付けて
いる。

スポーツお
よび健康を
自然現象の
原理原則を
実生活に応
用する立場
から科学的
に理解して
いる。

スポーツ・
体育・健康
に関する
データを収
集、分析し
て、スポー
ツ行動や健
康行動を科
学的に理解
し、問題解
決を図るこ
とができ
る。

スポーツ・
体育・健康
に関する知
識やスキル
を専門的か
つ合理的に
活用し、社
会貢献する
ために必要
なコミュニ
ケーション
能力や行動
力を身につ
けている。

高度なス
ポーツ技能
や多様なレ
ベルに対応
できる指導
方法を身に
付け、様々
な専門家と
協働してア
スリートの
支援ができ
る。

スポーツの
パフォーマ
ンスの向上
を目指しな
がら、アス
リートやス
ポーツ・運
動のエキス
パートとし
て求められ
る高い倫理
観や創造的
態度・論理
的思考力を
有し、グ
ローバルな
視点から活
躍できる。
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M-SPE310 M 300 実技 1

将来、保健・体育教諭や社会体育
系企業への就職を希望する者を対
象に、器械運動、ダンス、陸上競
技、球技（バスケットボール、バレー
ボール、サッカー）、武道（柔道、剣
道）の各競技の実践能力を高める
とともに、指導方法や安全面の配
慮等を学習し、それぞれの現場で
役にたつ人材の育成を図る。

教員採用試験（実技）や社会スポー
ツ系企業の実技試験において、優
秀な評価を得られること、あわせて
その進路に進んだのちに、適切な
指導ができる技能・技術や知識を
獲得することを目標とする。

保健体育教師、スポーツ指導員、
資質能力、よい指導

◎ 〇 〇 〇
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実技指導実践


